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　コロナ対応下長い間自粛生活が続いていますが、私
の家の前には借景の緑が広がっており、緑に対する渇
望感は一見無いかのようです。しかし、一年の三分の
一は山に出かけていたのに、関わる行事が激減してい
ます。やはり実際に野山に出かけて行って体を動かす
のとは何かが違います。早い段階で、皆さんが普通に
森に出かけてリフレッシュできる状況が戻ってほしい
ものです。
　最近、温暖化の影響かどうかは別にして、日本各地
で台風や大雨による自然災害が続いています。85 ～
86年前には京都を大きな自然災害が襲いました。もう
この実体験を記憶に留めておられる方は、ごく少ない
と思います。それは室戸台風と京都大水害（鴨川大洪
水）です。
193 4年 9月 21日室戸台風は小学校の校舎などを

なぎ倒し、また風致地区の樹木の風倒被害は甚大でし
た。翌 1935 年 6 月 28日集中豪雨により、鴨川を
はじめ各地で溢水が発生し、流材による橋の流出や破
損が多数にのぼりました。前年の室戸台風による山地
の荒廃と倒木の放置がその要因であると指摘されても
います。

その時の 24 時間雨量は、京都府測候所の観測では
約 270 mm、最近の大雨の災害と比較してどうでしょ
うか。大水害のあとは、鴨川川底を掘り下げる河川改
修を行うなどの対策がとられています。
　一方最近では、2年前の平成30年9月4日台風21号
が来襲、京都周辺の山から鴨川源流にいたるまでス
ギ・ヒノキの人工林を問わず、強烈な南風により広範
囲の倒木をもたらしました。私も一生のなかでこれほ
どのレベルの倒木被害はあまり記憶がありません。
　その後、国・府・市の関係者の援助もあり、道路際
など目に付くところの倒木は、撤去・整備されていま
す。しかし奥地で目につきにくいところなどはまだ倒
木が放置されています。また後の植林など保全はこれ
からという所が多く見られます。
　これらはつまり、保水力を保ち土砂の流出を防ぐと
いった森林の災害を防ぐ力が落ちている山が残されて
いるということです。この流域に豪雨が降って、大き
な水害が起こってはなりません。時間がかかると思い
ますが、さらに森林の回復がすすみ、災害防止の力が
復活することを願っています。
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